
話し合いの内容
１  工事の現状と今後の見通し

２  今後の地域づくりに向けた意見交換

　  テーマ１｜「手稲山口地区・地域づくり方針」について

　  テーマ２｜今年度の進め方について

３  各グループのご意見紹介

　手稲山口地区の北海道新幹線トンネル掘削土
受入地への発生土の受入れにあたり、工事の安
全性の確認とともに、地域課題の共有を図り、
住民同士の意見交換やそれに基づく活動を通じ
て地域の活性化に寄与することを目的に設置す
るものです。山口西町内会、山口東町内会から
推薦された住民等で構成されます。事務局とし
て札幌市新幹線推進室と北海道新幹線の建設主
体である鉄道・運輸機構北海道新幹線建設局が
参加しています。

　これまでに７回の地域協議会を開催し、昨年
度は「手稲山口地区・地域づくり方針（令和４
年度版）」を整理しました。

手稲山口
地域協議会だより令和５年7月発行

手稲山口地域協議会事務局

第７回地域協議会を開催しました！
　6 月 22 日 ( 木 ) に第７回地域協議会を開催しました。鉄道・運輸機構から、受入地の工事の状況と
今後の予定などについて説明しました。また、参加者８名がグループに分かれて、今後の地域づくりと
今年度の取組の進め方について意見交換を行いました。

地域のみなさまと一緒にこれからの手稲山口地区を考えていくため、手稲山口地域協議会の活動をお知らせします

Vol.7

手稲山口地域協議会について

いただいたご意見は裏面へ

手稲山口地区の地域づくりを考え・実践する場

工事の見守り

◯手稲山口地域協議会だよりの発行

◯工事の安全性の確認 ◯地域課題の共有・跡地
　利用に関する検討
◯農産物の PRなど

 地域づくり

活動の地域共有

手稲山口地域協議会の取組イメージ

　今年度も引き続き地域協議会を開催し、受入地の活用や今後の地域づくりについて意見交換を行います。
また、「地域づくり部会」を設け、今後の地域づくりを具体的に考えるための勉強会や意見交換会を行っ
ていく予定です。



[ お問い合わせ ]　札幌市まちづくり政策局新幹線推進室新幹線推進担当課
〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所本庁舎5階　TEL：011-211-2378　FAX：011-218-5112

Q. 札幌駅周辺の新幹線工事からの発生土の受入れを開始する予定ということだが、
手稲山口受入地にトンネル発生土を搬入する認識はあったものの、札幌駅周辺の発
生土を搬入するという認識はなかった。手稲山口受入地への受入れは当初から計画
していたのか。

A. 当初より、札幌駅周辺の発生土を含む、札幌市内の工事から発生する対策土の受入

れを計画していたが、詳細の説明が不足していたため、改めて説明したい。

Q. 札幌駅周辺の発生土は、環境基準値を超過した土（対策土）になるのか。

A. 環境基準値を超過した土（対策土）が含まれるが、これまでに受け入れているト

ンネル発生土と比較しても数値は同等かそれ以下である。

Q. 札幌駅周辺の発生土を受け入れることは、資料等にしっかり記載すべきことである。

A. 工事進捗と今後の予定について地域の皆さまにお知らせするニュースレターにおい
て、札幌駅周辺の発生土についての説明を記載する。
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・令和 5年度の進め方
・部会も含めた取組体制

・令和５年度のまとめ（予定）

● 第７回地域協議会の主なご意見

● 今後の開催予定

前回の協議会を受けた
ご報告

工事の現状と今後の見通し

今後の地域づくりに向けた意見
「手稲山口地区・地域づくり方針（令和４年度版）」の内容について、参加者からご意見をいただきました。

・山口緑地パークゴルフ場西コースについて、トイレの
洋式化、簡易水洗化が完了し、利用を開始しました。

6月 １１～１２月 ２月

第７回協議会 第８回協議会 第９回協議会 
・受入地の活用についての意見交換（予定）
・土地利用の学びを深める勉強会（予定）

済

都市近郊地域の農業や、
ブランド農産物をはじめ
とする地域の魅力を発信
していこう！

・農業が盛んで、自然が豊かであり、小樽や観光地が近いという魅力を活かした
まちづくりを進めていきたい。

・道の駅について、議論していきたい。

・四季を通じて美しいロケーションが楽しめるような景観づくりが必要である。

風雪太鼓を多くの人に知っ
てもらい継承していこう！

・現状でも風雪太鼓の認知度は高いが、中学校の部活動が忙しくなることで脱退
する団員が多いことが課題である。

・地域の文化として、風雪太鼓に限らず地域のお祭りを大事にしていきたい。

豊かな農地を守りながら、
地域の現状に合わせた土地
利用を考えていこう！

・民間企業と連携して人が集まる場所ができないか。民間企業の動きに合わせて
土地利用を検討できると良い。

・土地利用の勉強会の実施はとても良い。札幌市関係部署等からも意見を聞きたい。

大切な産業や文化を将来に
受け継いでいくため、新し
い仲間を増やしていこう！

・大学との連携はぜひ進めていきたい。農業関連の学部とも意見交換を行いたい。

・協議会だより等を通じて、地域づくり方針に対する意見を広く地域住民に聞く
ことは良い取組である。


